
Hyogo Prefecture

能登半島地震に関する兵庫県の支援の状況
１ 被災地支援に向けた体制整備

［関西広域連合］
・災害対策支援本部を設置（R6.1.2） ⇒ 支援本部会議を開催（R6.1.4）
・ﾘｴｿﾞﾝ派遣（R6.1.2）に引続き、現地支援本部（石川県庁内）を設置（R6.1.4）

珠洲市現地連絡所（珠洲市役所内）の設置（R6.1.６）

［ 兵 庫 県 ］
令和６年能登半島地震兵庫県支援本部の設置・開催（R6.1.5）

※関西広域連合広域防災局・兵庫県

関西広域連合において、被災後速やかに災害対策支援本部、現地支援本部を設置し、支援方策を検討
また、本県のカウンターパート（対口支援）先である石川県珠洲市を支援するため、現地連絡所を設置
加えて、県・市町がオール兵庫として一体的に支援するため、兵庫県支援本部を設置

２ 支援方針
阪神･淡路大震災で培った経験を活かし、以下の３つの柱を基本としてオール兵庫で支援

Ⅰ 先遣隊派遣による被災状況の把握
Ⅱ 現地のニーズに沿った人的・物的支援
Ⅲ 「オールひょうご」での官民連携した総合的な支援 1
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１ 被害の状況

（３）ライフライン 停電 15,000戸（うち珠洲市は約6,100戸）
断水 58,738戸（うち珠洲市は約4,800戸）

（４）避難所状況 ４０４カ所（26,158人）（うち珠洲市は６７カ所（5,842人））

（１）人的被害（1/10［水］9時時点 石川県被害報告より）

Ⅰ 先遣隊派遣による被災状況の把握
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【石川県災害対策本部員会議（1/9［火］16時）資料より】

※安否不明者は６８名（うち珠洲市は２０名）

住家（棟） 非住家（棟）

全壊 半壊 一部
損壊

床上
浸水

床下
浸水

小計 公共
建物

その他

石川県 １４１４ ６ ５ １４２５ １１９ ９９
うち珠洲市 多数 多数

（２）建物被害

死者 行方不明者
負傷者

合計
重傷 軽傷

石川県 ２０３ １ ５６６ ７７０
うち珠洲市 ９１ １ １４５ ２３７
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石川県庁に派遣した関西広域連合現地支援本部情報連絡員及び、石川県教育委員会に派遣した
震災･学校支援チーム（EARTH）先遣隊から、被災地での活動状況等について帰庁報告を実施

○今後の対応
・被災市町の災害対策業務への支援
・更なる避難所支援や生活物資の提供など
被災者対応の充実

・フェーズに応じた復旧、復興に係る知見の提供

Ⅰ 帰庁報告会活動報告

２ 先遣隊からの帰庁報告

Ⅱ 珠洲市現地連絡所からの現状報告

津波被害の様子 津波被害の様子

地震により倒壊した建物
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１ 職員の派遣
Ⅱ 現地のニーズに沿った人的・物的支援
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１/10時点
職員派遣数 84人（県50人、市町32人、その他2人）

延べ人数 103人
（県55人、市町41人、その他7人）

区分 県 市町 その他 合計
関西広域連合ﾘｴｿﾞﾝ派遣 2 （4） 2 （2） 4 （6）
珠洲市現地支援本部ﾘｴｿﾞﾝ派遣 4 (4) 4 （4） 8 (8)
珠洲市避難所運営支援 10 （10） 6 （6） 16 （16）
緊急消防援助隊 8 （8） ８ （8）
震災・学校支援ﾁｰﾑ(EARTH) 9 （12） 9 （12）
保健師チーム 6 （6） 6 （6）
災害派遣医療チーム（DMAT） 6 （6） 6 （6）
災害派遣精神医療ﾁｰﾑ（DPAT） 3 （3） 3 （3）
被災建築物応急危険度判定 2 （2） 2 (2) 4 （4）
人と防災未来ｾﾝﾀｰ現地調査 2 （7） 2 （7）
給水車・トイレカー支援 6 （12） 6 （12）
水道・下水道施設の応急復旧 12 （12） 12 （12）
その他 0 （3） 0 （3）

合 計 50 （55） 32 （41） 2 （7） 84 （103）

※（ ）は延べ人数
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珠洲市避難所運営支援職員派遣
【1/8兵庫県・神戸市合同出発式】

珠洲市現地連絡所先遣隊・保健師等
応援派遣【1/5 派遣職員出発式】

【職員の派遣・活動状況】

珠洲市長を交えた関係機関会議 1/7 珠洲市対策本部会議 1/8
5
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２ 物資の支援
品目等 搬出日 数量 搬出元 搬出先

保存用飲料水 490ml
1/2（火）

16,800本 広域水道事務所多田浄水場
志賀町役場アルファ化米等 11,300食

県広域防災センター
ブルーシート 1,600枚
毛布 1/3（水） 4,595枚 内灘町役場
携帯トイレ等 65,200枚ほか 七尾市役所
生理用品 1/8（月） 7,000枚 珠洲市
アルファ化米等 1/5（金） 480食ほか 宝塚市 富山県氷見市

生理用品等 1/7（日） 2,000枚ほか 南あわじ市
※後述のトイレカーと併せて搬出

珠洲市

6
生理用品

【1/8に広域防災センターから発送】
緊急支援物資（毛布等）

【1/2,1/3に広域防災センターから発送】
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機材 派遣期間（予定含む） 台数 人数 派遣元 派遣先
消防防災ヘリ(1機)
・車両

1/3（水）～1/5（金）
1/11（木）予定～ ２ ８ 兵庫県・神戸市 石川県内

給水車・指揮車 1/3（水）～1/6（土） ３ ６ 神戸市 石川県内
給水車 1/6（土）～1/11（木） １ ３ 豊岡市 石川県内
トイレカー 1/7（日）～1/14（日） １ ３ 南あわじ市 石川県珠洲市

３ 救助活動・機材等の支援

自走式水洗トイレカー（南あわじ市）
【1/7に石川県珠洲市へ派遣】

給水車（豊岡市）
【1/6に石川県穴水町へ派遣】

消防防災ヘリ（県・神戸市）
【1/3に石川県小松市へ派遣】
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４ 被災者の受け入れ
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○県営住宅の提供
・提供戸数 ６０戸（今後、状況に応じて順次追加）
・入居期間 原則６か月以内

（住宅再建に時間が必要な場合は、当面最長２年まで延長可）
・入居要件 ① 令和６年能登半島地震の被災者（罹災証明書等により確認）

② 公営住宅法による収入基準等の入居者資格要件は問わない。
③ 家賃・敷金は免除（光熱水費・共益費・駐車場利用料は自己負担）

・申込受付 受付開始日 １月９日（火）から
・受付方法 電話で世帯人数や希望地域を聴取し、住宅を斡旋
・問合せ・申込先 兵庫県まちづくり部公営住宅管理課（078-230-8459）
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口座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所（普通：3294602）
名義：令和６年能登半島地震兵庫県義援金募集委員会

・募集期間：令和6年１月４日（木）～４月30日（火）
・募集方法：口座振込、募金箱

Ⅲ 「オールひょうご」での官民連携した総合的な支援

令和６年能登半島地震への義援金の募集
兵庫県と兵庫県議会、地方４団体が中心となり、民間団体の協力を得て、「令和６年
能登半島地震兵庫県義援金募集委員会」を設立し、被災者支援のための義援金を募集

※構成団体（計14団体・順不同）
兵庫県、兵庫県議会、兵庫県市長会、兵庫県市議会議長会、兵庫県町村会、兵庫県町議会議長会、
日本赤十字兵庫県支部、兵庫県共同募金会、兵庫県社会福祉協議会、神戸新聞厚生事業団、
兵庫県商工会議所連合会、兵庫県商工会連合会、株式会社ラジオ関西、株式会社サンテレビジョン

・義援金使途：令和６年能登半島地震の被災者支援に充当
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1/10現在の義援金額：4,896,007円
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被災地への今後の支援
阪神･淡路大震災の経験や教訓、これまでの被災地支援の経験を活かし、被災地に
寄り添った兵庫県ならではの息の長い支援を、市町と一体となって実施

問合せ先 令和６年能登半島地震兵庫県支援本部事務局 TEL：078-362-9872 MAIL：saigaitaisakuhonbu@pref.hyogo.lg.jp 10

１ 現時点のニーズに応じた対応
・現地連絡所を通じた現地の状況把握
・他の支援団体との連絡調整
・避難所運営支援等の継続

２ 今後、想定されるニーズに対する対応
・し尿処理及び災害廃棄物処理
・家屋被害認定調査
・応急仮設住宅の建設 等

３ 見舞金の贈呈
石川県において人的及び住家に甚大な被害が発生していることから、見舞金を贈呈する。

（１）見舞金額 1,000,000円
（２）相 手 方 石川県
（３）贈呈方法 石川県と今後調整の上、贈呈

ローテーションにより職員の派遣を継続

・し尿処理支援のため、県職員（環境科学職）
２名を派遣 ※1/11出発
・被災建築物応急危険度判定を担う職員を
派遣（県・神戸市・尼崎市）※1/10出発
※その他支援要請に応じて対応


